
道
綽
に
お
け
る
時
機
の
視
点

親

鸞

は

『教
行
信
証
』

「
化
身
土
巻
」

の
中
で
、
 

信
知
聖
道
諸
教
為
一­
在
世
正
法
一
而 

全 

非
一
一
像
末
法
滅
之
時 

機
一
已
失
一
時
一
乖
二
機
一
也
、
浄

土

真

宗

者

在

世

・
正

法

・
像 

末

，
法
滅
・
濁
悪
群
萌
斉 

悲
引 

也

(

『定
本
親
鸞
聖
人
全
集
』

一
・
三
〇
九
——

ー
〇
頁) 

と
述
べ
る
。

こ
こ
で
は
時
機
を
主
題
と
し
、
弥
陀
の
本
願
が
斉
し 

く
悲
引
す
る
用
き
を
顕
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
親
鸞
の
時
機 

観

は

「
化
身
土
巻
」

で
引
用
さ
れ
る
証
文
で
も
推
察
で
き
る
よ
う 

に
、

『安
楽
集
』

の
著
者
で
あ
る
道
綽
の
思
想
が
背
景
に
あ
る
と 

思
わ
れ
る
。

道
綽
が
七
高
僧
の
中
で
、
時
機
の
自
覚
に
お
い
て
願
生
を
勧
め
、
 

聖
浄
二
門
の
教
判
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
道
綽
が
時
機
を
問
う
こ
と
は
、
曇

鸞

が

「
五
濁
の
世 

無
仏
の
時
に
於
い
て
阿
毘
跋
致
を
求
む
る
を
難
と
為
す
」

と
、
無 

仏
の
時
の
行
難
を
述
べ
た
こ
と
に
基
因
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
当

平
 

原
 

晃
 

宗
 

時
の
中
国
に
お
い
て
末
法
思
想
が
流
行
し
た
こ
と
も
、
そ
の
理
由 

に
挙
げ
ら
れ
る
。

中
国
に
お
い
て
末
法
思
想
が
問
題
と
な
っ
た
の
は
六
世
紀
中
頃 

か
ら
で
あ
り
、
意
識
的
に
末
法
の
語
を
使
い
始
め
た
の
は
南
岳
慧 

思

の

『立
誓
願
文
』

ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
数
年
後
に 

那

連

提

那

舎

の

『大
集
経
』

「
月
蔵
分
」

が
訳
さ
れ
、
多
数
に
わ 

た
る
訳
出
と
あ
い
ま
っ
て
、
隋
唐
以
後
の
仏
教
思
想
に
末
法
思
想 

が
広
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
末
法
思
想
の
現
実
味
を
裏 

付
け
た
も
の
は
、
道
綽
生
前
に
起
っ
た
北
周
武
帝
の
廃
仏
で
あ
っ 

た
。

こ
の
廃
仏
を
は
じ
め
と
し
た
戦
乱
が
飢
饉
や
悪
疫
を
引
き
起 

こ
し
、
幼
少
の
道
綽
に
降
り
か
か
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ 

の
よ
う
な
社
会
状
況
は
、
道
綽
の
出
家
後
も
同
様
に
、
敗

戦

，
亡 

国

，
廃
仏
と
い
う
事
態
と
な
り
、
道
綽
自
身
、
生
死
に
対
す
る
恐

③
 

怖
と
不
安
を
い
だ
く
体
験
が
続
い
た
と
い
え
る
。
ま
さ
に
末
法
の 

世
で
あ
る
こ
と
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
た
こ
と
に
よ
り
、
道
綽
の

44



思
想
の
上
に
末
法
の
自
覚
が
深
刻
に
把
持
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
道

綽

の

主

著

で

あ

る

『安
楽
集
』

を
考 

察
し
て
い
く
場
合
、
末
法
思
想
が
廃
仏
や
飢
饉
な
ど
の
時
代
に
お 

け
る
危
機
感
か
ら
出
る
も
の
で
あ
る
こ
と
や
、
当
時
の
仏
教
界
の 

思
想
的
影
響
が
基
調
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
踏
ま
え
て
お
か
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
道
綽
は
末
法
思
想
を
前 

提
と
し
、
自
身
の
体
験
に
基
づ
い
て
、

『安
楽
集
』

で
時
機
の
問 

題
を
語
っ
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
確

か

に

『安
楽 

集
』

は
、
時

機

に

応

じ

て

説

か

れ

て

い

る

『観
経
』

の
要
義
で
あ 

る
と
い
わ
れ
、
時
機
の
問
題
を
扱
う
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
む
し

④
 

ろ
時
機
を
問
わ
な
け
れ
ば
、
道

綽

は

「
勧
信
求
往
」

の
内
実
を
明 

ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
い
の
で
あ
る
。 

そ
こ
に
は
、
末
法
の
世
を
単
に
社
会
状
況
と
し
て
捉
え
る
の
で
は

⑤
 

な
く
、
仏

道

を

根

本

的

に

問

う

「
釈
道
綽
」
と
し
て
の
仏
弟
子
の 

姿
勢
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
小
論
で
は
道
綽
に
お
け
る
時
機
の
視
点
が
、
 

仏
道
を
追
求 

し
よ
う
と
す
る
仏
弟
子
の
視
点
で
あ
る
こ
と
を' 

第
一
大
門
の
教 

興
所
由
章
、
説
聴
方
軌
章
を
中
心
に
確
認
し
、
親
鸞
の
時
機
観
を 

考
察
し
て
い
く
手
掛
か
り
に
し
て
い
き
た
い
。

一
 

聖
浄
二
門
の
決
判

『安
楽
集
』

の
総
説
と
さ
れ
る
第
一
大
門
の
教
興
所
由
章
で
は 

冒
頭
に
、

第

一
大
門
中
、

明
一
一
教
興
所
由
一
約
“時 

被

"

機

勧-
一
帰 

浄
土
一
者
、
若
教
赴
一
一
時
機
一
易"

修

易"

悟

、
若

機

教

時

乖

難 

"

修

難"

入
。 

(

『真
聖
全
二
ニ
ニ
七
ハ
頁) 

と
あ
る
。
ま
ず
、
教
興
の
理
由
を
時
と
機
の
両
面
に
お
い
て
明
ら 

か
に
し
、
浄
土
に
帰
入
す
る
よ
う
に
勧
め
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。 

次
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
仏
道
は
行
証
さ
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と

⑥
 

を

教

・

時

・
機
の
三
者
の
相
応
と
し
て
問
題
に
し
て
い
る
。

こ
の 

明
証
を
道
綽
は
、

行

者

一

心

求

“道

時

、
常
当
ー
ー
ー
観-­
察

時

方

便

—〇

若

不"

得"

時 

無-
一
方
便
—〇
是

名

為

“失

、

不"

名

“
利
。

何
者
如
丁
攢
ー
ー
湿 

杏

以

求
"

火

火

不"

可"

得

、

非

“
時

故

、

若
折
一
一
乾 

薪
-

以

覓

“水
水
不
“
可

“
得
、
無
も
智
故
。

(

『真
聖
全
』

一
・
三
七
ハ
頁) 

と

『正
法
念
経
』

の
文
を
引
用
し
て
い
る
。
行
者
に
お
い
て
仏
道 

を
求
め
る
時
が
、

い
か
な
る
時
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
、

そ
し
て 

時
が
明
ら
か
に
な
ら
な
け
れ
ば
仏
道
に
お
け
る
手
段
は
無
い
こ
と

⑧

を
示
し
て
い
る
。
次
に
こ
れ
を
、
も
し
湿
っ
た
木
を
き
り
も
み
し
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て
火
を
求
め
よ
う
と
し
て
も
、
火
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い 

う
喩
え
と
、
も
し
乾
い
て
い
る
薪
を
折
っ
て
水
を
求
め
て
も
、
水

⑨
 

を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
喩
え
と
し
て
述
べ
て
い
る
。
第 

一
文
の
喩
え
で
は
、
時
が
熟
し
て
い
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
、
第
二 

文
の
喩
え
で
は
、
智
慧
が
無
い
故
に
手
段
が
無
い
こ
と
を
説
い
て 

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
喩
え
か
ら
も
了
解
で
き
る
よ
う
に
、

こ
の 

引
用
文
で
は
時
に
対
す
る
重
要
性
を
説
き
、
時
が
明
ら
か
に
な
る 

こ
と
に
よ
っ
て
仏
道
を
求
め
て
い
く
手
段
も
明
ら
か
に
な
る
こ
と 

を
述
べ
て
い
る
と
い
え
る
。

道

綽

は

『正
法
念
経
』

に
続
き
、
現
在
を
規
定
す
る
経
証
と
し 

て
、
末

法

思

想

の

所

依

の

経

典

と

さ

れ

る

『大
集
月
蔵
経
』
を
引 

用
す
る
。

『大
集
月
蔵
経
』

の
文
で
は
、

五
五
百
年
説
と
し
て
釈 

尊
滅
後
を
五
つ
の
時
代
に
区
分
し
て
了
解
し
て
い
る
。

是

故

『大
集
月
蔵
経
』

云
。

「
仏
滅
度
後
第
一
五
百
年
、
我 

諸

弟

子
学

“
慧
得
一
一
堅
固~
〇
第
二
五
百
年
、
学

“
定
得
ー
ー
堅
固
-0 

第
三
五
百
年
、
学
一
一
多
聞
，
読

誦-

得
一
一
堅
固'
?

第
四
五
百
年
、
 

造
二
立
塔
寺
一
修
レ
福
懺
悔
得
二
堅
固―
〇
第
五
五
百
年
、
白
法 

隠

滞

多

有
1?
訟―
〇
微
有
善
法
一
得
一
堅
固
-〇

」

(

『真
聖
全
」

一
・
三
七
ハ
頁) 

こ

の

よ

う

に

『大
集
月
蔵
経
』
を
引
用
し
た
後
、
道
綽
は
自
釈
に 

お
い
て
、

ル
ニ
ノ
ノ
ヲ
チ
レ
リ
リ
下
ヒ
テ
ヲ
ノ 

ノ 

ニ
 

シ
ク 

計
一
一
今
時
衆
生-

即
当
一
一
仏
去"

世
後
第
四
五
百
年
—0
正

是

懺 

悔
修
レ
福
、
応
レ
称
ニ
仏
名
号
一
時
者
。
若
一
念
称
二
阿
弥
陀
仏
ハ 

即
能
除
一
一
却
ハ
十
億
劫
生
死
之
罪
『

一
念
既
爾
、
況
修
一
一
常 

-- 

チ 

ニ 

ス
ル

念
-

即

是

恒

懺

悔

人

也

。 

(

『真
聖
全
』

一
，
三
七
ハ
頁) 

と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
文
で
は
、
今
は
仏
滅
後
一
五
〇
〇
年
を
経 

過
し
た
第
四
の
五
百
年
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

こ
れ
を 

第
六
大
門
の
諸
経
住
滅
章
に
あ
る
、

釈
迦
牟
尼
仏
一
代
、
正
法
五
百
年
、
像
法
一
千
年
、
末
法
一 

万
年
、
衆

生

滅

尽

諸

経

悉

滅

。(

『真
聖
全
』

ー
・
四
二
七
頁) 

と

い

う

三

時

史

観

を

当
て

は

め

る

な

ら

ば

、
第
四
の
五
百
年
は 

「
末
法
」

で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
了
解
で
き
る
。

こ
の
よ 

う
に
道
綽
は
、

五
五
百
年
説
、
正
像
末
三
時
史
観
に
立
ち
、
教
興 

の
意
趣
を
表
わ
し
て
く
る
が
、
そ

れ

は

『大
集
月
蔵
経
』
と
い
う 

仏
説
を
抽
象
的
に
解
釈
し
て
い
る
の
で
は
な
く'

「
今

時

、
衆
生 

を
計
る
に
」
と
述
べ
る
よ
う
に' 

今
時
末
法
に
生
き
る
衆
生
の
救 

済
を
仏
説
に
お
い
て
切
実
に
求
め
た
の
で
あ
る
。
末
法
と
い
う
こ 

と
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
た
道
綽
に
と
っ
て
、
仏
の
教
え
が
衆
生 

を
救
済
す
る
べ
き
教
法
と
な
る
の
は
、

そ
の
教
法
が
時
機
相
応
し 

な
け
れ
ば
成
立
し
な
い
と
痛
感
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
然
の
こ 

と
な
が
ら
、
仏
教
が
時
機
相
応
の
教
法
と
し
て
衆
生
を
救
う
の
で
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な
け
れ
ば
、
教
法
が
い
か
に
崇
高
で
あ
っ
て
も
単
な
る
理
念
に
し 

か
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
仏
教
を
理
念
と
し
て
で
は 

な
く
、
今
の
時
の
末
法
に
生
き
る
自
己
を
通
し
て
時
機
相
応
の
仏

教
の
確
認
を
、
次
に
聖
浄
二
門
の
決
判
と
し
て
展
開
す
る
の
で
あ 

る
。
そ

れ

は

『大
集
月
蔵
経
』

に
あ
る
五
五
百
年
説
を
分
別
し
た 

後

、
更
に
諸
仏
の
四
種
度
生
を
確
認
す
る
こ
と
を
通
し
、
称
名
が 

末
法
得
脱
の
行
法
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
浄
土
の
一
門
が
時
機 

に
適
え
る
教
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
か
ら
窺
う
こ
と

が
で
き
る
。

又
若
去
レ
聖 

近 

即
前
者
修
レ
定
修 

レ
慧
是
其
正
学
、
後
者 

是
兼
。
如

去

“
聖
已
遠 

則

後

者

称

“名
是
正
、
前
者
是
兼
。
 

何

意

然

者

、
宀
是
由
一-
衆

生

去"

聖
遙
遠
、
機
解
浮
浅
暗
鈍
一 

ヲ
テ 

ラ
オ
ヨ
ビ 

ス
ル
ガ 

ノ 

ノ 

ノ 

故
也
。
是

以

韋

提

大

士

自

為

及

哀

三

愍

末

世

五
濁

衆

生

輪 

廻
多
劫
徒
受
ー
痛
燒
一
故
、
能
仮
遇
一
苦
縁­

諮
一­
開

出

路

ー 

豁
然
。
大

聖

加

“慈
勧
一
一
帰
極
楽―
〇
若
欲
一
ー
於"

斯
進
趣
一
勝 

果
難
レ
階
。
唯
有
ニ
浄
土 

一
門
一
可
以
レ
情
忻
趣
入
—〇

(

『真
聖
全
』

一
，
三
七
八
——
九
頁)

こ
こ
で
は
釈
尊
滅
後
以
降
の
、
時
の
経
過
に
対
す
る
痛
切
な
自
覚 

と
、
衆

生

が

「
浮
浅
暗
鈍
」
な
る
こ
と
に
対
す
る
危
機
感
を
述
べ
、
 

末
法
得
脱
の
行
法
は
称
名
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
定
慧
止 

観
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り' 

成

仏

を

期

す

る

こ

と

は

「
去
聖
遙

遠
」

「
機
解
浮
浅
暗
鈍
」

の
故
に
時
機
不
相
応
で
あ
り
、

『観
経
』 

に
明
証
さ
れ
る
下
品
の
衆
生
に
称
名
を
勧
め
往
生
を
得
る
こ
と
が 

時
機
相
応
た
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
証
文
と
し
て 

『観
経
』

欣
浄
縁
に
あ
る
韋
提
希
の
所
求
が
明
証
さ
れ
た
上
で
、
 

「
情
を
以
っ
て
忻
い
て
趣
入
す
る
」

こ
と
が
、
生
死
出
離
の
路
と 

し
て
の
浄
土 

一
門
で
あ
る
と
、
帰
結
し
て
く
る
。

こ
の
内
実
は
、
 

第
三
大
門
の
輪
廻
無
窮
章
に
あ
る
聖
浄
二
門
の
決
判
か
ら
明
ら
か 

に
な
り
、

さ
ら
に
教
興
所
由
章
の
内
容
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。 

問
日
。

一
切
衆
生
皆
有
一
一
仏
性―0

遠

劫

以

来

応
"

値
一
一
多
仏
へ 

何

因

至

“今
仍
自
輪
一
一
廻
生
死-

不

“
出
一
一
火
宅
—〇

答

日

。 

依
一
一
大
乗
聖
教
一
良
由
“
不
丁
得
一
ー
二
種
勝
法
一
以
排
・
生
死
±0
是 

テ 

デ 

ヲ 

ヲ
カ
ル 

ト 

ニ
ハ
ク 

ニ
ハ
ク 

以

不

“
出
一
一
火
宅
—〇

何

者

為

“
二
。

一
謂
聖
道
、

二
謂
往
生 

浄

土

。

其

聖

道

一

種

今

時

難"

証
。

一
由
丁
去
一
一
大
聖
一
遙 

遠

±〇
ニ

由
-
一
理
深
解
微
-0
是

故

『大
集
月
蔵
経
』

云
。

「
我 

末
法
時
中
億
億
衆
生
、
起
レ
行
修 

レ
道
未
レ
有
二
ー
人
得
者
—〇 

当
今
末
法
、
現
是
五
濁
悪
世
、
唯
有
一-
浄
土 

一
門
一
可
一
一
通
入
一 

路
。
」 

(

『真
聖
全
』

「

四
一
〇
頁) 

ま
ず
一
切
衆
生
に
仏
性
が
あ
り
、

し
か
も
遠
劫
よ
り
多
仏
に
出
値 

っ
て
い
て
も
、
ど
う
し
て
生
死
輪
廻
し
て
解
脱
で
き
な
い
の
か
、
 

と
い
う
問
い
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
道

綽

は

『涅
槃
経
』

に
教
説 

さ

れ

る

「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」
と
い
う
こ
と
を
大
乗
仏
教
の
根
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本
原
理
と
し
て
掲
げ
、

こ
れ
を
道
綽
が
自
身
を
省
み
た
時
、
多
く 

の
仏
に
出
値
っ
て
も
解
脱
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

「
今
に
至
る
ま 

で
仍
ち
自
ら
生
死
に
輪
廻
し
て
火
宅
を
出
ず
る
」

こ
と
な
き
現
実 

が
明
確
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
若

き

日

の

道

綽

が

『涅 

槃
経
』
を
研
鑽
し
た
裏
付
け
と
し
て
、
仏
教
の
実
践
面
を
重
視
す 

る
慧
瓚
教
団
に
お
い
て
修
道
の
日
々
を
送
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
 

そ
こ
で
は
観
念
的
教
理
の
追
求
と
熾
烈
な
修
道
を
営
為
と
し
た
仏 

教
界
の
現
実
を
体
験
し
た
こ
と
が
、

こ
の
問
い
の
要
因
に
な
っ
て

⑫

い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
道
綽
は
こ
の
問
い
に
対
し
て
、
大
乗
の 

教
え
に
依
れ
ば
、

二
種
の
勝
法
に
よ
っ
て
生
死
輪
廻
を
払
い
除
く 

こ
と
が
で
き
、

そ
の
二
種
と
は
聖
道
門
と
浄
土
門
で
あ
る
こ
と
を 

示
す
。

こ
の
よ
う
に
道
綽
は
、
仏
道
を
聖
浄
二
門
に
統
摂
し
た
上 

で
、

「
聖
道
の
一
種
は
今
時
証
し
難
し
」
と
断
定
し
て
い
る
。

こ 

れ

は

「
当
今
は
末
法
に
し
て
現
に
是
れ
五
濁
悪
世
な
り
」
と
い
う 

こ
と
が
そ
の
要
因
と
な
る
が
、
単
に
末
法
に
お
け
る
仏
教
の
堕
落 

を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
観
念
的
教
理
の
追
求
や
修
道
実
践 

す
る
こ
と
に
対
し
て
、
仏
教
の
成
立
根
拠
が
何
で
あ
る
か
と
い
う 

問
い
が
、
欠
落
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。
仏
教 

の
成
立
根
拠
と
は
、
道
綽
が
問
う
よ
う
に
生
死
輪
廻
か
ら
の
解
脱 

で
あ
る
。

こ
れ
を
主
体
的
な
問
い
と
し
な
い
限
り
教
法
を
体
系
化 

し
よ
う
が
、
修
道
を
積
も
う
が
、
そ
こ
に
は
仏
教
を
理
想
と
し
、

行
証
を
観
念
と
す
る
こ
と
の
み
が
残
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
根
本
的 

に
仏
教
が
仏
道
と
し
て
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で

道

綽
は

、

聖

道

の

難

証

の

理

由

と

し

て

「
去
大
聖
遙 

遠

」
と

「
理
深
解
微
」
を
挙
げ
る
。

こ
の
二
つ
の
事
由
は
、
先
程 

に
挙
げ
た
、
第

一

大

門

の

「
去
大
聖
遙
遠
」

「
機
解
浮
浅
暗
鈍
」

⑬

と
同
一
の
基
調
に
立
つ
も
の
と
言
え
よ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の 

二
つ
の
事
由
に
よ
り
、
道
綽
に
お
け
る
聖
浄
二
門
の
決
判
の
意
図 

が
明
確
に
な
る
。

ニ
ニ
由
一
証

ま

ず

「
去
大
聖
遙
遠
」
と
述
べ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
の 

史

観

の

基

因

に

な

る

も

の

は

『大
集
月
蔵
経
』

に
、
 

釈
迦
牟
尼
仏
一
代
、
正
法
五
百
年
、
像
法
一
千
年
、
末
法
一 

万
年
、
衆
生
滅
尽
諸
経
悉
滅
。
(

『真
聖
全
』

ー
・
四
二
七
頁) 

と
明
示
さ
れ
る
三
時
史
観
で
あ
る
。
正
像
末
の
三
時
は
、
当
今
が 

末
法
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
同
時
に
、
釈
尊
の
入
滅
を
基
点
と
し 

た
仏
教
の
衰
退
を
通
し
て
問
題
提
起
を
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

も
し
正
像
末
三
時
史
観
に
お
い
て
、
仏
教
の
衰
退
と
当
今
が
末
法 

の
世
で
あ
る
こ
と
を
示
す
だ
け
で
あ
る
な
ら
ば
、
当
今
の
社
会
状 

況
を
指
摘
し
た
悲
観
的
な
史
観
に
止
ま
っ
て
し
ま
う
が
、

こ
こ
で 

は
釈
尊
滅
後
に
お
け
る
仏
弟
子
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
釈
尊
の

48



遺
教
が
受
け
止
め
ら
れ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
教
示
し
て
い
る 

と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
は
ま
た
、
末
法
の
世
を
生
き
る
道
綽
に
と 

っ
て
、
正
法
に
の
み
教
行
証
の
三
法
が
具
備
し' 

末
法
に
至
る
と 

教
の
み
あ
っ
て
行
証
な
し
、
と
い
う
事
実
へ
の
問
題
提
起
で
も
あ 

る
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
末
法
と
い
う
教
の
み
が
残
る
時
代 

に
お
い
て
行
証
が
本
当
に
可
能
な
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を 

問
う
て
い
る
の
で
あ
る
。
教
の
み
が
あ
っ
て
行
証
な
き
時
代
に
仏 

教
が
仏
道
と
し
て
根
本
的
に
成
立
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
問
う
と 

き' 

そ
こ
に
は
仏
教
を
拠
り
所
と
す
る
自
己
の
存
在
を
根
本
か
ら 

問
い
直
す
必
然
性
が
出
て
く
る
。
行
証
と
い
う
こ
と
は
教
に
お
い 

て
指
し
示
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
教
を
観
念
と
し
、
自
己 

の
現
実
的
問
題
を
捨
離
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
行
証
は
高
踏
な
理
想 

と
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
教
が
教
と
し
て
成
立
す
る
こ 

と
は
、
行
証
に
お
い
て
成
立
す
る
の
で
あ
り
、
教
に
自
己
の
現
実 

を
誤
魔
化
す
こ
と
な
く
照
ら
し
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
行
証
が 

明
確
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
の
行
証
が
末
法
に
お
い
て
久 

し
く
廃
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
教
そ
の
も
の
も
明
ら
か
に
な
ら
な
い 

の
で
あ
る
。

つ

ま

り

「
去
大
聖
遙
遠
」

の
意
味
す
る
こ
と
は
、
釈 

尊
が
出
世
し
、
何
故
教
法
を
説
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か 

を
改
め
て
仏
弟
子
に
問
う
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
釈 

尊
の
入
滅
を
通
し
て
、
改
め
て
仏
教
の
成
立
根
拠
を
問
う
て
い
る

の
で
あ
る
。
仏
教
の
成
立
根
拠
と
は
、
生
死
輪
廻
か
ら
の
解
脱
で 

あ
る
が
、

こ
の
こ
と
を
仏
弟
子
と
し
て
問
い
、
仏
法
を
観
念
的
に 

問
う
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
道
綽
の
主
体
的
な
時
機
観 

な
の
で
あ
る
。

以

上

の

よ

う

に

「
去
大
聖
遙
遠
」

の
意
味
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
 

「
理
深
解
微
」
は

衆

生

の

知

識

，
認
識
の
浅
深
を
い
う
も
の
で
は 

な
く'

む
し
ろ
末
法
五
濁
と
い
う
無
仏
の
世
で
、
修
道
実
践
を
可 

能
と
し
て
い
る
衆
生
の
姿
を
表
わ
し
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。 

道

綽
が

末

法
と

い
う

時
代
に
生
き

る
衆
生
を

「
行
を
起
こ
し
道
を 

修
せ
ん
に
、
未
だ
一
人
も
得
る
者
」
な
し
と
言
い
切
る
こ
と
は
、
 

末

法

五

濁

に

お

い

て

「
理
深
解
微
」

で

「
浮
浅
暗
鈍
な
る
」
自
己 

を
発
見
し
た
こ
と
に
あ
る
。

そ
れ
は
、
道
綽
が
第
四
の
五
百
年
を 

了
解
す
る
上
で'

ル
ニ 

ノ
ノ 

ヲ 

チ
レ
リ 

リ
下
り
テ 

ヲ 

ノ 

ノ 

ニ
 

シ
ク 

計
一­
今

時

衆

生
ハ
即
当
ー

一
仏
去
“
世

後

第

四

五

百

年

—〇

正
 

是
懺
悔
修
レ
福
応
レ
称
二
仏
名
号
一
時
者
。
若
一
念
称
二
阿
弥
陀 

仏
一 

即

能

除

二

却

ハ

十

億

劫

生

死

之

罪―
〇

一

念

既

爾

、

況 

修
二
常
念
一
即
是
恒
懺
悔
人
也
。(

『真
聖
全
』

ー"

二
七
ハ
頁) 

と

「
懺
悔
修
福
」

「
恒
懺
悔
人
」

と
言
う
こ
と
か
ら
も
了
解
で
き 

る
。

こ
の
文
で
は
、

『大
集
月
蔵
経
』

に
教
示
さ
れ
る
よ
う
に
第 

ー
、
第
二
、
第
三
の
五
百
年
が
全
て
過
ぎ
去
り
、
塔
寺
を
造
立
し
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福
を
修
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
修
道
を
可
能
に
し
よ
う
と
す
る
自
身 

を
、
懺
悔
し
称
名
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
単
に 

『大
集
月
蔵
経
』

を
体
系
化
し
て
、
説
明
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
 

第
四
の
五
百
年
と
い
う
時
に
お
い
て
、
道
綽
は
末
法
と
い
う
現
実 

と
末
法
に
生
き
る
修
道
不
可
能
な
自
己
に
眼
を
向
け
て
い
る
と
い 

え
る
。

こ
の
よ
う
な
三
時
史
観
、
末

法

と

い

う

「
時

」

の
問
題
は 

修
道
を
可
能
に
し
よ
う
と
す
る
自
身
を
懺
悔
さ
し
め
、
ど
こ
ま
で 

も
修
道
し
続
け
る
衆
生
の
現
実
相
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
の
で 

あ
る
。
修
道
不
可
能
と
い
う
こ
と
が
、
時
の
問
題
に
触
れ
ず
に
語 

ら
れ
る
な
ら
ば
、
自
己
関
心
の
趣
く
ま
ま
に
教
に
対
し
て
作
為
を 

施
す
こ
と
と
な
り
、

そ
こ
で
顛
倒
し
た
修
道
実
践
と
い
う
こ
と
が 

成
立
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
修
道
の
延
長
に
証
果
を
可
能 

と
す
る
衆
生
を
目
覚
ま
し
め
る
も
の
が
、
三
時
史
観' 

末
法
と
い 

わ

れ

る

「
時
」

の
問
題
な
の
で
あ
る
。
道

綽

は

こ

の

よ

う

に

『大 

集
月
蔵
経
』

の
五
百
年
の
経
過
を
確
認
し
、
末
法
思
想
を
歴
史
的 

に
、
ま
た
社
会
状
況
と
し
て
見
て
い
る
の
で
は
な
く
、
今
を
生
き 

る
仏
弟
子
の
問
題
と
し
て
了
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

こ
の
よ
う
な
ニ
由
を
自
身
の
現
実
と
し
て
、
道

綽

は

「
そ
の
聖 

道
の
一
種
は
今
の
時
証
し
難
し
」
と
断
定
し
、
聖
道
門
は
教
の
み 

存
し
て
行
証
を
欠
く
こ
と
を
明
し
、

「
唯
浄
土
の
一
門
有
り
て
通 

入
す
べ
き
路
な
り
」
と
決
判
す
る
。
道
綽
に
お
け
る
聖
浄
二
門
の

決
判
は
時
機
の
問
題
を
通
し
、
単
に
相
対
的
に
二
門
択
一
を
し
て 

い
る
の
で
は
な
い
。
教
に
対
す
る
根
本
的
な
関
わ
り
方
を
証
し
て 

い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
具
体
的
根
拠
は
、
第
六
大
門
の
諸
経
住
滅 

章

に

あ

る

「
三
時
史
観
」

の
展
開
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
る
。 

弁
一
ー
経
住
滅-
者
、
謂

。

「釈
迦
牟
尼
仏
一
代
、
正
法
五
百
年
、
 

像
法
一
千
年
、
末
法
一
万
年
、
衆
生
滅
尽
諸
経
悉
滅
。
如
来 

悲-
一
哀
痛
焼
衆
生
ハ
特
留
一
一
此
経
一
止
住 

百
年
。

」

(

『真
聖
全
』

；

四
二
七
頁) 

こ

こ

で

は

「勧
帰
浄
土
」

の

根

拠

を

「
特
留
此
経
」
と
確
認
し
て 

い
る
。
ま
ず
経
の
住
滅
の
分
別
を
示
し' 

正

，
像

，
末
法
と
い
う 

時
代
が
経
つ
に
つ
れ
て
衆
生
、
諸
経
が
悉
く
滅
す
る
こ
と
を
述
べ 

る
。

そ
し
て
経
が
滅
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
釈

尊

が

悲

哀

し

『大 

経
』

を

留

め

る

と

あ

る

。

こ

れ
は

末

法

の

た

め

、
諸
経
が
滅
し 

『大
経
』
だ
け
が
留
ま
る
、

い
わ
ば
経
に
対
す
る
優
劣
を
つ
け
て 

い
る
も
の
で
も
、
現
象
と
し
て
の
仏
教
衰
退
を
意
味
す
る
も
の
で 

も
な
い
。
弥

陀

の

本

願

を

教

示

す

る

『大
経
』

が
、
末
法
と
い
う 

時
代
に
お
い
て
、
時
機
相
応
の
教
え
と
し
て
は
た
ら
く
こ
と
を
意 

味
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
諸
経
悉
滅
と
は' 

教
説
す
る
釈 

尊
を
宗
教
的
偉
人
と
し
て
絶
対
的
権
威
を
立
て
る
こ
と
で
理
想
化 

し
、
教
を
観
念
的
に
捉
え
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
仏
教
の
形
骸 

化
を
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
釈
尊
が
、
何
故
教
法
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を
説
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
を
、
仏
弟
子
の
課
題
と
し
て 

確

認

す

る

必

然

性
が

出
て

く

る

。

そ
こ
に
時
機
を
選
ば
ず
し
て 

「
悲
接
」
す

る

弥

陀

の

本

願

が

『大
経
』

の
主
眼
と
し
て
浮
き
彫 

り
に
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
輪

廻

無

窮

章

の

「
唯
浄
土
の
一
門 

有
り
て
通
入
す
べ
き
路
な
り
」

の
後
に
は
、
 

是

故

『大
経
』

云
。

「
若
有
一
一
衆
生-

縦

令

一

生

造

“
悪

、
臨
ー- 

命
終
時
一
十
念
相
続
称
一
一
我
名
字
ハ 

若

不"

生

者

不"

取-
一
正 

覚
―

〇
」 

(

『真
聖
全
」

一
・
四
一
〇
頁) 

と
、

『観
経
』

下
々
品
の
機
の
意
を
看
取
し
て
第
十
八
願
の
取
意 

を
読
み
取
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
浄
土
の
一
門
に
通
入
す
べ
き
路
が
、
 

本
願
念
仏
に
よ
る
こ
と
を
そ
の
根
拠
と
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
こ 

と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
同
時
に
そ
れ
は
、
釈
尊
を
出
世
さ
せ
、
衆 

生
を
仏
道
に
立
た
し
め
る
根
拠
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で 

あ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
聖
道
の
行
難
が
決
判
さ
れ
、
本
願
が
明 

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
時
と
機
に
背
き
、
観
念
の
教
理
に
埋
没
し 

て
い
た
こ
と
へ
の
目
覚
め
が
、

一
切
衆
生' 

都
不
一
一
自
量
一 

(

『真
聖
全
』

一
・
四
一
〇
頁) 

と
し
て
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

三
時
史
観
は
仏
教
衰
退
と
い
う
こ
と
を
示
す
こ
と
に
お
い
て
、
 

ど
こ
ま
で
も
釈
尊
を
宗
教
的
偉
人
と
し
て
理
想
化
し' 

教
を
観
念 

化
す
る
人
間
の
本
性
を
浮
き
彫
り
に
し
、
弥
陀
の
本
願
こ
そ
が
仏

道
の
根
拠
で
あ
る
こ
と
を
顕
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
正 

像
末
三
時
史
観
に
お
い
て
、
釈
尊
を
宗
教
的
偉
人
と
す
る
こ
と
が 

払
拭
さ
れ
、
浄

土

の

一

門

が

弥

陀

・
釈
迦
二
尊
に
お
い
て
開
示
さ⑱

 

れ

る

こ

と

に

よ

り

「
勧
帰
浄
土
」

の
意
味
が
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。 

よ

っ

て

最

後

に

「
唯
浄
土
の
一
門
有
り
て
通
入
す
べ
き
路
な
り
」 

と
決
判
さ
れ
る
こ
と
が
、
単
な
る
体
系
的
な
教
判
の
域
で
述
べ
ら 

れ
る
こ
と
で
は
な
く
、
時
機
を
根
底
と
し
た
道
綽
の
主
体
的
な
仏 

弟
子
と
し
て
の
決
判
で
あ
る
と
了
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ 

と

か

ら

第

一

大

門

に

お

け

る

「
唯
浄
土
の
一
門
有
り
」
と
断
言
す 

る
こ
と
が
、
輪
廻
無
窮
章
の
聖
浄
二
門
の
決
判
に
よ
り
浮
き
彫
り 

に
さ
れ
、
教
と
時
機
の
関
係
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

三

教

法

伝

持
 

教
興
所
由
章
の
最
後
に
は
、
本
願
の
歴
史
的
展
開
と
し
て
教
法 

の
伝
持
が
具
体
的
に
説
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

シ
セ
バ
キ 

ネ
ン
ト 

ヲ 

ム
ル 

ミ
シ 

ニ
テ
リ 

メ
テ 

ヲ 

若
欲
ー
ー
ー
披
ー
ー
尋 

衆
典
一
勧 

処
弥
多
。
遂
以
採
ー
ー
集
真
言
一
助
一- 

修 

往

益―
〇
何
者
欲"

使

工

前

生

者

導"

後

、
後
去
者
訪
“
前

、
 

連

続

無

窮

願

不

・

休

止
X

〇
為
・
尽
二
無
辺
生
死
海
一
故
。

(

『真
聖
全
』

ー'

二
七
九
頁) 

こ
こ
で
は
、
ま
ず
大
乗
の
諸
経
は
浄
土
を
勧
め
る
真
言
で
あ
る
こ 

と
が
明
示
さ
れ
、
そ
の
真
言
を
集
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
往
生
の
利
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益
を
助
修
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
経
典
が
聖
浄 

二
門
の
決
判
に
よ
り
分
別
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
往
生
の
利
益
を 

明
す
こ
と
に
お
い
て
浄
土
門
に
包
摂
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。 

そ

の

具

体

的

内

容

は

「
前
に
生
れ
ん
者
」

に

は

「
後
を
導
」
く
使 

命
が
あ
り
、

「
後
に
生
れ
ん
者
」
は

「
前
を
訪
へ
」
と
信
託
す
べ 

き
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

つ

ま

り

往

生

の

利

益
は

「
前
に
生
れ
ん 

者
」
と
い
う
善
知
識
と
の
出
遇
い
に
よ
っ
て
成
立
す
る
こ
と
が
読 

み
取
れ
る
。
第

十

一

大

門

の

勧

托

知

識

章
で

は

「善
知
識
」

に
っ 

い

て

『法
句
経
』
を
引
用
し
、

善
知
識
者
是
汝
大
船
、
運
二
度
汝
等-

出
二
生
死
海
一
故
。
善
知 

識
者
是
汝
紐
縄
、
能
挽
一
一
抜
汝
等-

出-
一
生
死
一
故
也
。

(

『真
聖
全
』

一
:

四
三
六
頁) 

と
説
示
し
て
い
る
。
衆
生
を
生
死
か
ら
出
離
さ
せ
る
も
の
が
善
知 

識
で
あ
り' 

同
時
に
そ
れ
は
本
願
を
明
証
し
、
仏

道

を

歩

む

「
前 

に
生
れ
ん
」
仏
弟
子
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
道
綽
自
身' 

玄
中
寺 

に
あ
る
曇
鸞
の
碑
文
を
通
し
て
回
心
し
た
と
い
う
歴
史
的
事
実
が 

あ
る
よ
う
に' 

善
知
識
と
い
う
こ
と
を
抜
い
て
は
仏
教
と
の
出
遇 

い
は
成
立
し
な
い
。

つ

ま

り

「
前
に
生
れ
ん
者
」
と
は
釈
尊
の
教 

説
の
歴
史
的
現
前
、
も
し
く
は
行
証
の
道
を
見
出
し
得
た
者
で
あ 

っ
て
、

「後
に
生
れ
ん
者
」
と

は

「
前
に
生
れ
ん
者
」

の
教
え
に 

よ
っ
て
本
願
を
自
証
し
、
仏
道
を
歩
む
者
と
な
っ
た
こ
と
を
意
味

す
る
。
善
知
識
と
の
出
遇
い
に
お
い
て
生
死
出
離
を
主
体
的
な
課 

題
と
し
、
釈
尊
の
教
法
、
善
知
識
の
教
え
に
よ
っ
て
我
が
身
を
問 

う
て
い
く
こ
と
が
仏
弟
子
と
し
て
の
姿
勢
で
あ
る
と
い
え
る
。

こ 

れ
は
教
興
所
由
章
の
次
に
展
開
さ
れ
る
説
聴
方
軌
章
で
具
体
的
に 

な
る
。

説
聴
方
軌
章
で
は' 

ま

ず

『大
集
経
』

が
以
下
の
よ
う
に
引
用 

さ
れ
る
。

於
ー
一
説
法
者
一
作
一
一
医
王
想
ハ
作
一
一
抜
苦
想―
〇

所

説

之

法

作-
ー
甘 

露
想
ハ 

作
二
醍
醐
想
—〇
其
聴
法
者 

作
二
増
長
勝
解
想
ハ 

作
二
愈 

病
想7

若
能
如
レ
是
説
者
・
聴
者
、
皆
堪
ミ
紹
ニ
隆 

仏

法

~〇 

ニ
ゼ
ン
ト 

ニ

常
生-
-

仏

前

—〇(

『真
聖
全
』

一
・
三
七
九
頁) 

こ
こ
で
は
説
者
と
聴
者
の
心
得
を
教
示
し
て
い
る
。
説
法
す
る
者 

は
医
者
の
想
い
を
も
っ
て
、
苦
し
み
を
抜
く
想
い
を
し
、
法
を
聴 

く
者
は
信
を
深
め
て
い
く
想
い
を
も
っ
て
、
病
い
が
治
る
想
い
を 

せ
よ
と
言
う
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
説
者
、
聴
者
は
、

み
な
仏 

法
を
盛
ん
に
す
る
こ
と
が
で
き' 

常
に
仏
の
い
る
と
こ
ろ
に
生
ま 

れ
る
で
あ
ろ
う
と
結
論
づ
け
る
。
第
一
大
門
の
最
後
の
箇
所
を
踏 

ま
え
て
、
説
者
と
聴
者
の
相
応
関
係
を
説
い
て
い
る
が' 

そ
れ
は 

説
聴
両
者
に
お
け
る
仏
法
領
受
の
態
度
を
問
題
に
し
て
い
る
。
説 

者
と
聴
者
の
両
輪
の
よ
う
な
関
係
に
よ
り
教
が
明
ら
か
に
な
る
こ 

と
は
、
説
者
の
身
証
し
た
教
を
聴
者
が
開
示
し
て
い
く
こ
と
を
意
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味
し
、
こ
の
よ
う
に
教
を
開
顕
し
て
い
く
こ
と
が
仏
弟
子
の
使
命 

と
し
て
歴
史
的
に
展
開
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に 

道
綽
は
、
説

者

と

聴

者

の

関

係

に

対

し

て

『大
智
度
論
』

を
以
下 

の
よ
う
に
引
用
す
る
。

聴
者
端
視
如
ー
ー
渇
飲―
〇
一
心
入
一
一
於
語
議
中
ハ
聞"

法
踊
躍
心 

悲
喜
、
如"

是
之
人
応
一
一
為
説
—0(

『真
聖
全
」

一
・
三
七
九
頁) 

こ
の
文
は
聴
者
の
心
構
え
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
聴
者
と
し
て 

聞
法
す
る
こ
と
に
よ
り
、
心
が
踊
躍
す
る
と
あ
る
こ
と
は
、
聴
者 

の
仏
法
領
受
に
お
け
る
内
実
が
言
い
表
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と 

が
で
き
る
。

そ
れ
は
単
に
教
言
を
文
義
解
釈
し
て
い
く
為
に
聞
法 

し
て
い
く
の
で
は
な
く
、
教
法
領
受
す
る
仏
弟
子
が
生
死
出
離
と 

い
う
主
体
的
な
課
題
を
も
っ
て
教
言
を
聞
く
こ
と
に
よ
り
、
我
が 

身
が
自
覚
さ
れ
、
聞
法
が
成
立
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
い

⑲
え
る
。
教
法
を
聞
く
こ
と
は
、
道

綽

が

「法
の
因
縁
の
為
に
千
里 

を
難
し
と
せ
ず
」
と

『大
智
度
論
』
を
引
用
す
る
よ
う
に
、
仏
道 

を
ど
こ
ま
で
も
追
求
し
て
い
く
こ
と
を
難
と
せ
ず
、
自
己
の
課
題 

と
し
て
生
き
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
が
仏
弟
子
の
姿
勢
で
あ
る
と 

言
え
よ
う
。

そ

れ

は

次

に

『平
等
覚
経
』

で
述
べ
ら
れ
る
、
 

清
浄
有
“
戒
者
乃
獲
“
聞-
一
正
法―0(

『真
聖
全
』

一
，
三
八
〇
頁) 

と
い
う
引
用
か
ら
も
了
解
で
き
る
。
元
々
釈
尊
の
弟
子
と
は
、
釈

尊

在

世

・
正
法
の
時
に
お
い
て
戒
を
保
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
決 

定
さ
れ
た
。

こ

こ

で

「
清
浄
有
戒
者
」
と
あ
る
こ
と
は
正
法
時
の 

戒
を
守
る
仏
弟
子
と
い
う
こ
と
に
そ
の
表
現
を
託
し
、
末
法
に
生 

き
る
清
浄
な
る
仏
弟
子
と
は
正
法
を
聞
き
獲
る
も
の
で
あ
る
こ
と 

㉑
 

を
象
徴
的
に
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
道
綽
は 

「
仏

弟

子

」
と

い

う

表

現

を

と

ら

な

い

が

、

説
聴
方
軌
章
で
は 

『平
等
覚
経
』

か

ら

「
清
浄
有
戒
者
」
と
引
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
 

聞
思
道
に
自
己
の
身
を
置
く
仏
弟
子
を
表
現
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

そ
し
て
道
綽
は
、
説

聴

方

軌

章

の

最

後

で

『大
経
』
を
引
用
し
て 

以
下
の
よ
う
に
教
示
す
る
。

ト
ト 

ト
ハ
シ
ト
テ
ズ
ル
「

ノ 

ヲ 

僑
慢
弊
懈
怠
難
三
以
信
二
此
法
-0(

『真
聖
全
』

一
・
三
八
〇
頁) 

こ
の
文
で
は
、
傲
慢
と
邪
見
と
懈
怠
に
よ
り
、

こ
の
法
を
信
ず
る 

こ
と
が
難
し
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
聴
者
に
対
し
て
、
 

教
法
と
は
人
智
の
計
ら
い
に
よ
っ
て
解
釈
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
 

人
智
の
計
ら
い
を
超
え
た
本
願
を
説
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
押
さ 

え
て
い
る
の
で
あ
り
、

こ

こ

で

「
難
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
は
法
が 

純
粋
に
し
て
真
実
な
る
こ
と
を
明
し
て
い
る
と
も
言
え
る
で
あ
ろ 

う

。
も
し
教
法
を
自
己
弁
護
す
る
た
め
に
、
教
え
を
了
得
し
た
い 

と
い
う
姿
勢
を
も
っ
て
聴
者
が
聞
く
な
ら
ば
、

そ
れ
は
傲
慢
と
邪 

見
と
懈
怠
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
教
を
聞
く
こ
と
は
自
己
を
問
う
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も
の
で
あ
り
、
教
に
お
い
て
自
身
が
身
証
さ
れ
る
こ
と
に
ほ
か
な 

ら
な
い
。
そ
れ
は
本
願
を
自
証
す
る
こ
と
で
あ
り
、
教
を
聞
く
と 

い
う
事
実
を
離
れ
て
仏
道
は
成
立
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
善
知
識 

と
出
遇
い
、
聞
法
を
通
し
、
教
が
仏
弟
子
に
よ
り
伝
持
さ
れ
る
歴 

史
に
よ
っ
て
、
仏
教
は
ど
の
時
代
に
お
い
て
も
生
き
た
教
え
と
な 

っ
て
く
る
と
い
え
る
。
そ
れ
が
仏
教
を
時
機
相
応
の
教
法
と
し
て 

き
た
仏
弟
子
た
ち
の
歩
み
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
れ
は
経
の
冒 

頭

に

言

わ

れ

る

「
如
是
我
聞
」
と
い
う
こ
と
と
同
様
で
あ
る
と
考 

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
如
是
我
聞
」
と
は
、
仏
弟
子
が
釈
尊
の 

教
え
を
自
我
分
別
で
聞
く
の
で
は
な
く'

教
え
が
こ
の
よ
う
に
聞 

こ
え
自
己
を
明
証
し
た
こ
と
で
あ
る
。
教

が

「
如
是
」
と
聞
か
れ 

る
こ
と
は
、

「
我
」
と
い
う
こ
と
が
教
に
よ
り
否
定
さ
れ
て
い
く 

こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
は
同
時
に
教
に
よ
っ
て
自
身
が
証
さ
れ
る
こ 

と
で
も
あ
る
。
も
し
仏
教
が
時
機
相
応
の
教
法
と
言
わ
れ
る
の
で 

あ
れ
ば
、

そ
れ
が
具
体
的
に
人
間
の
中
で
身
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な 

ら
な
い
。

こ

の

よ

う

な

教

を

示

す

「
如
是
」
と

「
我
聞
」
と
い
う 

機
の
相
応
こ
そ
が
仏
弟
子
の
精
神
を
表
わ
し
、

「
如
是
我
聞
」
な 

る
歴
史
が
仏
弟
子
達
の
教
法
の
伝
持
に
な
る
の
で
あ
る
。

よ
っ
て 

教

興

所

由

章
で

は

約

時

被

機
を

通

し
て

『観
経
』

の
教
興
を
示
し 

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
説

聴

方

軌

章

で

は

『観
経
』

に
あ
る 

「
如
是
我
聞
」

の
意
義
を
確
認
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
教
が
機
に
よ
っ
て
証
さ
れ
る
歴
史
に
よ
り
、
釈 

尊
の
教
法
が
時
機
相
応
の
教
法
で

あ
る
こ
と
を
、

『安
楽
集
』

の 

始
め
に
述
べ
ら
れ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
道
綽
に
お
け
る
時
機
の
問
題
は' 

末
法
が
単 

な
る
当
時
の
社
会
状
況
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
 

後
に
位
置
し
て
い
る
聖
浄
二
門
の
教
判
に
継
承
さ
れ
る
よ
う
に
、
 

末
法
と
い
う
時
に
行
証
が
不
可
能
で
あ
り
、

そ
れ
を
可
能
と
し
て 

修
道
す
る
聖
道
の
姿
を
明
ら
か
に
し
て
、

「
唯
だ
浄
土
の
一
門
有 

り
て
通
入
す
べ
き
道
な
り
」
と
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
 

こ

の

様

に

道

綽

は

「
教
興
」
を
説
く
上
で
第
一
に
時
の
問
題
を
考 

え
、
社
会
状
況
を
自
覚
す
る
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
自
己
を
含
め
た 

徹
底
し
た
人
間
観
と
し
て
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
の
時
機 

を
透
徹
し
た
眼
で

凝
視
す
る
道
綽
の
基
本
姿
勢
は
、

「
釈
道
綽
」 

と
い
う
仏
弟
子
と
し
て
の
自
覚
に
立
っ
て
、
ど
こ
ま
で
も
仏
道
を 

問
い
続
け
た
こ
と
に
あ
る
。

そ
の
仏
弟
子
は
生
死
出
離
の
課
題
を 

も
っ
て
聞
法
す
る
の
で
あ
り
、
釈
尊
の
教
法
を
自
証
し
て
い
く
者 

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
教
が
仏
弟
子
に
よ
り
伝
持
さ
れ
た
歴
史
に 

よ
っ
て
、
仏
教
は
ど
の
時
代
に
お
い
て
も
生
き
た
教
え
と
な
っ
て 

く
る
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
道
綽
に
お
け
る
時
機
の
視
点
が
、
生
死
出
離
の
課
題
を

54



も
っ
て
仏
道
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
仏
弟
子
の
視
点
で
あ
る
な
ら 

ば
、

そ

れ

は

『安
楽
集
』
を
一
貫
し
て
い
る
視
点
で
あ
る
と
も
了 

解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ま
た
、
今
回
は
詳
し
く
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
以 

上
の
こ
と
は
、
親

鸞

が

『安
案
集
』
を

「
信
巻
」
真
仏
弟
子
釈
、

场

「
化
身
土
巻
」
時
機
勘
決
に
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
う
こ 

と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め 

る
こ
と
に
し
た
い
。

【註
】

① 

『真
聖
全
』

一
・
ニ
七
九
頁

②
 

結

城

令

聞

稿

「支
那
仏
教
に
於
け
る
末
法
思
想
の
興
起
」(

『東
方 

学

報

東

京

』
六)

参
照
。

③
 

野

上

俊

静

著

『中
国
浄
土
三
祖
伝
』
、
塚

本

善

隆

稿

「道
綽
の
回 

心
」(

『安
居
講
録
』
第
一
号)

参
照
。

⑥⑤④

『真
聖
全
』

一
・
三
七
七
頁

『真
聖
全
』

一
・
三
七
七
頁

『観
経
』
と
い
う
仏
説
の
教
興
を
述
べ
る
箇
所
で
あ
る
が
、
「若 

し
機
と
教
と
時
と
乖
け
ば
」
と
機
を
先
に
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
次 

に
引
用
さ
れ

る
『正
法
念
経
』

で

も

「
行
者
一
心
に
一
」
と
行
者
を

主
語
に
置
い
て
い
る
。
こ
こ
に
、
後
に
教
を
明
証
し
て
い
く
仏
弟
子 

の
問
題
と
し
て
論
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
道
綽
の
意
図
が
窺
え
る
。 

⑦
 

こ

こ

で

引

用

さ

れ

る

『正
法
念
経
』

の
文
は
、
鳩
摩
羅
什
訳
の 

『坐
禅
三
昧
経
』
下

巻
(

『大
正
新
脩
大
蔵
経
」

一
五
・
二
ハ
六
頁)

の
取
意
で
あ
る
こ
と
が
定
説
に
な
っ
て
い
る
。
詳
し
く
は
山
本
仏
骨 

著

『道
綽
教
学
の
研
究
』(

二
三
九
頁)

を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑧
 

「方
便
」
は

「方
法
」
以

外

に

「
教
」(

小

林

博

聞

稿

「
時
機
」 

『真
宗
研
究
』

第

十

六

輯

・
二
五
頁)

、

「
大
慈
悲
」(

佐
藤
健
稿 

「道
綽
禅
師
の
聖
淨
一 

一
門
判
に
つ
い
て
」

『人
文
学
論
集
』

第
九

号1

ハ
ハ
頁)

な
ど
の
了
解
が
な
さ
れ
て
い
る
。

⑨
 

『坐
禅
三
昧
経
」

や
高
野
山
本
、
高
山
寺
本
、
義

山

本

に

は

「
火 

を
覓
め
む
に
、
火
得
べ
か
ら
ず
」
と
な
っ
て
い
る
。

⑩
 

「塔
寺
造
立
」

に
つ
い
て
は
当
時
、
大
寺
や
宮
殿
が
多
く
建
立
さ 

れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
時
の
仏
教
界
を
示
す
こ
と
か
ら
も
第
四
の
五 

百
年
を
指
摘
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
塚 

本

善

隆

稿

「
国
分
寺
と
隋
唐
の
仏
教
政
策
並
び
に
官
寺
」(

『国
分
寺 

の
研
究
』
下
巻)

、
「道
綽
の
回
心
」(

『安
居
講
録
」
第
一
号)

が
詳 

し
い
。

⑪
 

「念
観
未
分
」
と
い
わ
れ
る
道
綽
に
お
い
て
称
名
を
ど
の
よ
う
に 

了
解
す
る
か
は
意
見
が
別
れ
る
こ
と
ろ
で
あ
る
が
、
第
一
大
門
の
了 

解
を
見
れ
ば
、
称
名
が
独
立
し
た
行
業
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と 

が
分
か
る
。

⑫

横

超

慧

日

稿

「
中
国
浄
土
教
と
涅
槃
経
——
曇

鸞

・
道

綽

・
善
導
を 

中
心
と
し
て
—
」(

『浄
土
教
の
思
想
と
文
化
』

・
七
六
頁)

参
昭
"〇 

⑬
 

第
一
大
門
で

い
う
「去
聖
遙
遠
」
は
、
称
名
と
修
定
・
修
慧
を
決 

定
的
に
判
別
す
る
に
は
至
ら
ず
、
未
だ
兼
学
と
し
て
の
修
定
・
修
慧 

が
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
け
ば
、
こ
の
こ
と
は
大
聖
を
去
る
こ
と
が 

近
い
の
か
、
遙
遠
で
あ
る
の
か
と
い
う
理
由
で
、
称
名
と
定
慧
の
地 

位
が
変
わ
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。

つ
ま
り
、

こ

こ

で

い

う

「去
聖
遙 

遠
」
と
は
釈
尊
の
入
滅
し
た
遠
近
と
い
う
尺
度
と
し
て
捉
え
て
い
る
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⑭
こ
と
が
、

一
応
読
み
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
論
で
触
れ
て 

い
る
よ
う
に
第
三
大
門
で
示
さ
れ
る
「去
聖
遙
遠
」

の
了
解
か
ら
す 

れ
ば
、
単
な
る
時
間
的
な
尺
度
か
ら
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と 

思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
る
「
懺
悔
」
は
礼
懺
儀
礼
で
あ
る
と
了
解
す
る 

こ
と
も
で
き
る
が
、
「隋
の
文
帝
の
過
去
に
行
わ
れ
た
廃
仏
の
罪
を 

懺
悔
す
る
文
に
呼
応
す
る
。
」(

塚

本

善

隆

稿

「
道
綽
の
回
心
」

『安 

居
講
録
』
第

一

号

，
三
十
頁
取
意)

と
い
う
指
摘
を
踏
ま
え
る
な
ら 

ば
罪
過
を
悔
い
る
と
い
う
了
解
も
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

安

藤

文

雄

稿

「真
実
教
開
顕
」
で

は

「
『大
経
』
は
本
願
を
通
し 

て
明
瞭
に
な
っ
て
く
る
仏
説
で
あ
る
こ
と
は
、
逆

に

『大
経
』
が
末 

法
を
要
求
し
て
い
る
と
す
ら
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。」(

『親 

鸞
教
学
』
五

一

・
五
十
頁)

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
論
文
か
ら
は

⑰⑯⑱

『真
聖
全
』

一
・
四
二
六
——
七
頁 

道
綽
の
本
願
観
を
見
て
い
く
上
で
、
要
弘
奄
含
、
念
観
未
分
と
い 

う
こ
と
は
十
分
踏
ま
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
で
あ
る
。 

し
か
し
、
第
三
大
門
の
難
易
ー
ー
道
章
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『浄
土
論 

註
』(

『真
聖
全
』

一
・
四
〇
五
——
六
頁)

の
引
用
で
は
、
易
行
他
力 

が
不
退
転
得
証
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
る
の
で
こ
の
よ
う
な
了 

解
を
し
た
。

道

綽

は

善

導

が

「勧
衆
偈
」
で

「今
乗
ー 

ー
尊
教 

広
開
浄
土
門
」 

(

『真
聖
全
」

ー
・
四
四
二
頁)

と
指
摘
す
る
よ
う
な
明
確
な
了
解 

は
し
て
い
な
い
が
、
第
八
大
門
の
二
尊
比
校
章
で
「然 

ニ
仏
神
力 

ニ 

ナ
ル 

ノ 

ベ 

ガ

ヲ
 

ラ

ニ

シ

下

フ
|ー

ハ 

ノ 

ヲ 

,

え 

応
二
又
斉
等
—〇
但
釈
迦
如
来
不
レ
申
二
己
能
一
故
顕
二 

彼
長
ハ 

欲 

メ
ン
ト 

ヲ
ノ 

カ

ラ

ル
!-

シ

ク

セ 

ノ

ニ
 

ニ 

セ
シ
メ
下
へ
リ
ク 

レ
使
ニ
ー
切
衆
生
莫
一
レ
不
二
斉
帰
—〇
是
故
釈
迦
処
処
歎
帰
。

須

レ
知
二
此
意
一
也
ご(

『真
聖
全
』

一
・
四
三
一
頁)

と
述
べ
て
い
る
。
 

⑲

「
聞
」
に
つ
い
て
説
聴
方
軌
章
、
発
心
久
近
章
か
ら
「
聞
即
信
」 

の
関
係
を
読
み
取
れ
る
と
い
う
見
解
が
あ
る
。
し
か
し
、
道
綽
が 

「
聞
即
信
」

の
関
係
を
明
確
に
し
て
い
な
い
限
り
、
そ
の
見
解
は
肯 

定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
詳
し
く
は
山
本
仏
骨
著
『道
綽
教
学
の
研 

究
』(

三
七
ニ
頁)

を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑳

『真
聖
全
』

一\

二
七
九
頁

㉑
 

「
清
浄
有
戒
者
」

に
つ
い
て
は
先
哲
に
よ
っ
て
様
々
な
了
解
が
な 

さ
れ
て
お
り
、
即

座

に

「
仏
弟
子
」
と
了
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い 

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
道
綽
自
身
が
「
仏
弟
子
」
と
い
う
表
現
を 

し
て
い
な
い
た
め
、
仏
弟
子
を
象
徴
的
に
表
わ
し
て
い
る
と
考
え
た 

い
。
ま
た
、
道
綽
は
第
二
大
門
破
異
見
邪
執
章
で
「
戒
」
に
つ
い
て 

扱

っ

て

い

る(

『真
聖
全
』

ー'

二
九
二
ー
三
頁)

。
そ

こ

で

は

『大 

方
等
経
』
を
引
用
し
、
戒
は
在
家
者
が
涅
槃
を
得
る
方
法
と
し
て
了 

解
し
て
い
る
。

㉒
 

『定
本
親
鸞
聖
人
全
集
』

一
・
一
四
五
——
七
頁
、
三
一 

ー
丄
二
頁 

『真
聖
全
』

は

『真
宗
聖
教
全
書
』(

大
八
木
興
文
堂
刊)

の
略
。
 

旧
漢
字
は
読
み
や
す
く
現
代
漢
字
に
改
め
た
。
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